
岡山市屋外広告物条例 新旧対照表 （ は公布日， は R3.4.1， は R3.10.1 に施行） R3.1.22.作成 

現 行 改 正（案） 

〇岡山市屋外広告物条例 

平成７年１２月２５日

  市条例第５１号

第１条～第３条 （略） 

（禁止地域等） 

第４条 次に掲げる地域又は場所においては，広告物を表示し，又は掲

出物件を設置してはならない。 

(1)～(5) 略 

(6) 自然環境保全法（昭和４７年法律第８５号）第４章の規定により

指定された自然環境保全地域並びに岡山県自然保護条例（昭和４６

年岡山県条例第６３号）第３章の規定により指定された岡山県自然

環境保全地域，環境緑地保護地域，郷土自然保護地域並びに郷土記

念物及びその周囲で市長が指定する区域 

(7)～(16) 略 

２ 略 

第５条～第７条 （略） 

（適用除外） 

第８条 次の各号のいずれかに該当する広告物又は掲出物件について

は，第４条，第５条及び前条の規定は，適用しない。 

(1)～(4) 略 

２～６ 略 

〇岡山市屋外広告物条例 

平成７年１２月２５日

市条例第５１号

第１条～第３条 （略） 

（禁止地域等） 

第４条 次に掲げる地域又は場所においては，広告物を表示し，又は掲

出物件を設置してはならない。 

(1)～(5) 略 

(6) 自然環境保全法（昭和４７年法律第８５号）第４章の規定により

指定された自然環境保全地域並びに岡山県自然保護条例（昭和４６

年岡山県条例第６３号）第４章の規定により指定された岡山県自然

環境保全地域，環境緑地保護地域，郷土自然保護地域並びに郷土記

念物及びその周囲で市長が指定する区域 

(7)～(16) 略 

２ 略 

第５条～第７条 （略） 

（適用除外） 

第８条 次に掲げる広告物又は掲出物件については，第４条，第５条及

び前条の規定は，適用しない。 

(1)～(4) 略 

２～６ 略 

７ 政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）第６条第１項の届出

を行った政治団体が政治活動のために表示するはり紙，はり札等，広

告旗又は立看板等で，規則で定める基準に適合するものについては，
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第９条 （略） 

（許可条件等） 

第１０条 市長は，広告物の表示又は掲出物件の設置を許可する場合に

おいては，許可の期間を定めるほか，良好な景観を形成し，若しくは

風致を維持し，又は公衆に対する危害を防止するため必要な条件を付

することができる。 

２ 前項の許可の期間は，１年を超えることができない。 

第１１条～第１５条 （略） 

（手数料） 

第１６条 この条例の規定による広告物の表示若しくは掲出物件の設置

の許可又は許可期間の更新の許可を受けようとする者は，別表に定め

る許可手数料を納付しなければならない。ただし，政治資金規正法（昭

和２３年法律第１９４号）第６条の届出を経た政治団体がはり紙，は

り札等，広告旗又は立看板等を表示するための許可を受けようとする

ときは，この限りでない。 

２ 既納の手数料は，還付しない。 

（管理義務） 

第１７条 広告物を表示し，若しくは掲出物件を設置する者又はこれら

を管理する者は，これらに関し補修その他必要な管理を怠らないよう

にし，良好な状態に保持しなければならない。 

第１８条，第１９条 （略） 

前条の規定は，適用しない。 

第９条 （略） 

（許可条件等） 

第１０条 市長は，広告物の表示又は掲出物件の設置を許可する場合に

おいては，許可の期間を定めるほか，良好な景観を形成し，若しくは

風致を維持し，又は公衆に対する危害を防止するため必要な条件を付

することができる。 

２ 前項の許可の期間は，１年を超えることができない。ただし，規則

で定めるものについては，３年を限度として許可することができる。 

第１１条～第１５条 （略） 

（手数料） 

第１６条 この条例の規定による広告物の表示若しくは掲出物件の設置

の許可又は許可期間の更新の許可を受けようとする者は，別表に定め

る許可手数料を納付しなければならない。ただし，政治資金規正法第

６条の届出を経た政治団体がはり紙，はり札等，広告旗又は立看板等

を表示するための許可を受けようとするときは，この限りでない。 

２ 既納の手数料は，還付しない。 

（管理義務） 

第１７条 広告物を表示し，若しくは掲出物件を設置する者若しくはこ

れらを管理する者（以下「広告物の表示者等」という。）又は広告物若

しくは掲出物件の所有者若しくは占有者（以下「広告物の所有者等」

という。）は，これらに関し補修，除却その他必要な管理を怠らないよ

うにし，良好な状態に保持しなければならない。 

第１８条，第１９条 （略） 
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（点検義務） 

第２０条 第１１条第１項の規定による許可期間の更新の許可を受けよ

うとする者は，当該許可を受けようとする広告物又は掲出物件につい

て，あらかじめ倒壊又は落下のおそれの有無その他の安全性を点検し，

規則で定めるところにより，その結果を市長に報告しなければならな

い。

第２１条～第３７条 （略） 

（審議会への諮問） 

第３８条 市長は，次に掲げる場合においては，景観審議会の意見を聴

かなければならない。 

(1)，(2) 略 

(3) 第８条第１項第４号，第２項第１号から第４号まで，第３項各号

及び第５項第１号，第１３条第１項並びに第１４条に規定する基準

を定め，又はこれらを変更しようとするとき。 

(4)～(7) 略 

第３９条 （略） 

（点検義務） 

第２０条 広告物の表示者等又は広告物の所有者等は，当該広告物又は

掲出物件について，規則で定めるところにより，倒壊又は落下のおそ

れの有無その他の安全性を点検し，その結果を保管しなければならな

い。

２ 広告物の表示者等又は広告物の所有者等は，規則で定める広告物又

は掲出物件について，法第１０条第２項第３号イに掲げる者その他こ

れと同等以上の知識を有するものとして規則で定める者に，当該広告

物又は掲出物件の本体，接合部，支持部分等の劣化及び損傷の状況の

点検をさせなければならない。

３ 第１１条第１項の許可を受けようとする者又は表示し，若しくは設

置した日から１年以上の期間を経過した広告物若しくは掲出物件につ

いて第７条第１項若しくは第８条第３項の許可を受けようとする者

は，規則で定めるところにより，第１項又は前項の点検の結果を市長

に報告しなければならない。

第２１条～第３７条 （略） 

（審議会への諮問） 

第３８条 市長は，次に掲げる場合においては，景観審議会の意見を聴

かなければならない。 

(1)，(2) 略 

(3) 第８条第１項第４号，第２項第１号から第４号まで，第３項各号，

第５項第１号及び第７項，第１３条第１項並びに第１４条に規定す

る基準を定め，又はこれらを変更しようとするとき。 

(4)～(7) 略 

第３９条 （略） 
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（罰則） 

第４０条 次の各号のいずれかに該当する者は，１年以下の懲役又は５

０万円以下の罰金に処する。 

(1)，(2) 略 

(3) 第３３条の１１第１項の規定又は第３３条の１４第４項の規定

による営業の停止の命令に違反した者 

第４１条～第４４条 （略） 

 附 則 

（略） 

（罰則） 

第４０条 次の各号のいずれかに該当する者は，１年以下の懲役又は５

０万円以下の罰金に処する。 

(1)，(2) 略 

(3) 第３３条の１１第１項又は第３３条の１４第４項の規定による

営業の停止の命令に違反した者 

第４１条～第４４条 （略） 

   附 則 

（略） 

附 則

（施行期日） 

１ この条例は，令和３年４月１日から施行する。ただし，第４条第１

項第６号の改正規定は公布の日から，第２０条の改正規定及び次項の

規定は令和３年１０月１日から施行する。

（経過措置） 

２ 第２０条の改正規定の施行の際現に改正前の岡山市屋外広告物条例

の規定により許可を受けて表示され，又は設置されている広告物又は

掲出物件に係る点検及び報告については，令和５年９月３０日までの

間は，なお従前の例によることができる。

（岡山市景観条例の一部改正） 

３ 岡山市景観条例（平成１９年市条例第６８号）の一部を次のように

改正する。 

第３１条第１８号中「及び第５項第１号」を「，第５項第１号及び第

７項」に改める。 


